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はじめに

1. 人類史的危機の時代、未来を選択するのは私たちである

2. 私たちが直面している危機の正体は？問われているのは命の問題である

3. 協同総研が問い続けてきた「協同の原理」を継承・発展させる

4. 「労働者協同組合法」制定は、「協同」による社会づくりを前進させる

5. 協同総研の役割―新しい社会をつくる運動の当事者に
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人類史的危機の時代、未来を選択するのは私たち

•コロナ禍、気候危機の原因は人間の経済活動

利潤の最大化、果てしない競争

人の命・自然との共生を優先、協同の関係



私たちが直面している危機の正体は？
問われているのは命の問題である

•休業要請は命を守るため？

•雇用崩壊・大失業の危機

いたばし生活仕事サポートセンター（生活困窮者自立相談窓口）の現状
・相談者は通常の１０倍以上
・休業要請による収入減少⇒ギリギリの生活で家賃も払えない
・住居確保給付金、生活福祉資金の相談
・今後、倒産・廃業により、失業者の増加が懸念される。



私たちが直面している危機の正体は？
問われているのは命の問題である

•労働の価値を問い直す

社会に必要不可欠な仕事
（エッセンシャル・ワーカー）
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私たちが直面している危機の正体は？
問われているのは命の問題である

• 「文化」や「遊び」が棄損される危機



私たちが直面している危機の正体は？
問われているのは命の問題である

•子どもたちの危機（未来の危機）



協同総研が問い続けてきた「協同の原理」を継承・
発展させる

• 協同総研の原点にある問題意識

人類の危機克服：「協同の原理」への転換が必要

人類の危機：「利潤の原理」（資本主義）が問題



協同総研が問い続けてきた「協同の原理」を継承・
発展させる

• 「協同の原理」のさらなる発展を

「労働者協同組合（協同労働の協同組合）」法制化運動

「協同の原理」の実装化
・多様な協同組合組織、非営利・協同セクターの広がり
・労協運動、協同労働運動の深まり



「労働者協同組合法」制定は、「協同」による社会
づくりを前進させる

• 法制化の実現

• 経済危機を生き延びるために

コロナ禍による大倒産・大失業に対して、労働者自らが
「働いて生きる」道を拓く

「協同労働」を通して「協同の原理」を社会に広げる
⇒人間・自然・社会が調和した共生社会の実現



協同総研の役割 ―新しい社会をつくる運動の
当事者に

• コロナ・ショックドクトリンとの闘い

• 「協同」の運動をつくる研究所に

研究者、実践者、学生、市民、あらゆる立場の人たちと
「協同の総合戦略」を編み出し、「協同」の運動をつくる

「利潤の原理」に打ち克ち、「協同の原理」が主導権を握
るために、社会変革のビジョンを描くこと



第１号議案 2019年度活動報告

＜テーマ＞

「労働者協同組合法」は、私たちの社会に何をもたらすのか？

絶望の使い捨て労働から、希望の協同労働へ。

人間らしい労働と生活を求めて、協同労働研究の新しい挑戦

がはじまる。



１．「労働者協同組合」法制化の取り組み

• 衆議院法制局が法案の最終版作成⇒超党派議員連盟に提案（3月31日）

• 労働者協同組合法案、6月12日に全党・全会派一致で衆議院に提出



２．所報『協同の發見』

• 双方向性を大切に

• 情勢に即した特集設定

• 実践者による執筆

• 海外情勢の充実

• デザインを工夫



３．大学との協同－寄附講座

• 2019年度は10大学で開講／沖縄大、沖縄国際大、久留米大、沖縄キリスト

教学院大、千葉大、和歌山大、桃山学院大、琉球大、埼玉大、新潟大



４．研究会

• 「社会的連帯経済×協同労働」研究会

第１回
（7/23）

社会構成主義の立場から連帯経済、社会的経済を考える
（問題提起）

北島健一（立教大教授）

第２回
（9/21）

社会的連帯経済をどのようにわかりやすく説明するか
持続可能な地域にとって必要不可欠な地域未来産業の創出

富沢賢治（一橋大名誉教授）
古村伸宏（協同総研理事長）



４．研究会

• イタリア視察調査報告―コミュニティ協同組合の理論と実践、その可能性

• 協同労働研究会

• JYCフォーラム・よい働き方研究会



５．調査研究事業の受託

• 社会福祉推進事業

「被保護者に対する就労支援時のアセスメントに関する調査研究事業」

アンケート調査

ヒアリング調査

アセスメントツールの開発



５．調査研究事業の受託

• 緑と水の森林ファンド

「竹材のエネルギー利用の社会的枠組み構築に関する調査」



６．「協同ではたらくガイドブック－入門編－」制作



７．ネットワーク活動

• いま「協同」が創る2019全国集会in kanagawa

• 協同組合関係研究所間の交流

• JYCフォーラム



７．ネットワーク活動

• 日本協同組合学会
• 社会的企業研究会
• 「労働」に関わる研究所の方々とのネットワークづくり
• しあわせの経済国際フォーラム
• 大阪労働学校・アソシエ東京教室イベント
• 首都圏若者支援ネットワーク
• 木村快会員（現代座）との連携
• 武相協同組織等研究会
• 生活困窮者自立支援全国研究交流大会



８．基幹会議、会員動向

• 理事会：４回開催（コロナにより１回中止）

• 事務局会議：１１回開催

• 会員動向： 会員数408（個人368、団体40） 購読会員20



８．総務、広報

• 協同総研ホームページのリニューアル

研究者、実践者が新しいテーマに出会うホームページ



８．総務、広報

• 所報『協同の發見』誌

リニューアル



第４号議案 2020年度活動方針及び活動計画

＜テーマ＞

気候危機、パンデミック、人類史的危機の時代にあって、

命を守り、生きることを保障する「協同」の総合戦略を考

える。

～「労働者協同組合法」制定を契機に、「協同」「共生」

による新しい日本社会の創造を求めて～



１．大倒産・大失業、不安定就労のさらなる拡大に対して、
人が「働いて生きる」権利・生存の保障について問う。



２．「労働者協同組合法」制定の意味、社会に生かす
方法、波及効果について調査・研究・政策提言

• 制定後の施行に関わる研究・提言

• 法律の仕組みと設立について

• 法制化の社会的価値、社会的効果について

• 社会的連帯経済の担い手としての労働者協同組合



３．「労働者協同組合」「協同労働」「協同」の研究所として、
人類史的危機に対して「協同」による生存戦略を描く。

「協同労働」を深める研究

• 労協連が牽引してきた協同労働運動の理論と実践

• ワーカーズコープの現場の実践から探求

• 多角的な「協同労働」研究

みんなのおうち

３層構造協同労働



３．「労働者協同組合」「協同労働」「協同」の研究所として、
人類史的危機に対して「協同」による生存戦略を描く。

「協同組合」「協同」「労働」を研究

• 「協同組合」の今日的な価値

• 協同による人間の変化・成長・発達

• 「協同の原理」に基づくコミュニティ経済

• 地域住民の協同による社会連帯活動

• 社会が直面する様々な課題を解決する協同

• 労働の価値を問い直す



４．設立３０周年

•３０周年を記念した取り組みを検討

記念シンポジウム

３０周年記念誌

ロゴ作成

紹介ビデオ制作



５．若者たちとの協同

•大学寄附講座「ワーカーズコープ論」の発展

•子ども、若者と協同の学びを深める

•若者たちとともに「協同」を運動化



６．『協同の發見』誌を活用して、発信強化、会員拡大

•ポストコロナの社会づくりと法制化をリンクさせて展開

協同の原理による
社会づくり

労働者協同組合法
制定



７．ネットワークの強化

•会員間、他団体との交流を深める

•気候危機、地球環境、地域循環型経済をテーマに

•ネットワークを活用した活動の推進

•海外ネットワークの強化



８．組織課題

•法制化実現に伴う体制強化

•財政的な自立を目指して

•発信力を高める

•蔵書の有効活用

• 「２１世紀戦略」の策定



ご清聴ありがとうございました。


